
今月号の話題

u むらかみ市民講座（中央）

u 市民合唱のつどい（中央）

u 放課後子ども教室（朝日）

u 親子で学ぶ防災講座（荒川）

u わんぱく自然塾（村上）

u 職員紹介「荒川地区公民館」

u 神林民謡研究会（神林）

u イベント告知 ７月・８月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
７月号２０１８年

民話をお聞きしました。上映した映画は、ダ

ム建設による閉村を前にふるさとを想う人々

の姿をつづった５部構成の長編記録映画で

す。

第４回目は、新潟県の長野県境に近い豪雪

地帯を舞台にしたドキュメンタリー映画「風

の波紋」の上映、小林茂監督と林業や狩猟に

興味をもち山北に移住した根立龍斗さんのト

ークセッションを行いました。映画の内容は

もちろんのことそれぞれの地域の暮らしにつ

いてお話いただきました。

大勢の方にご参加いただき単なる「山のめ

ぐみ」でなく、生活する人々が「山のめぐみ

を豊かにする」ことを学ぶ機会となりました。

生涯学習課では市民の皆様から提案いただ

いた企画を基に実施する「市民講座」を行っ

ています。募集・選考には「タイムリーな話

題、地域の課題をテーマにしていること」「市

民に学びの場を提供する内容であること」「企

画提案する方の、学びの成果を発表できるも

のであること」を基準にしています。

今年度のむらかみ市民講座は、映像から暮

らしと環境を考える会様からの企画提案によ

り６月２日（土）から２３日（土）にかけて

全４回の講座で、「山のめぐみ～山の暮らしが

私たちに教えてくれること」をテーマに行わ

れました。

第１回から第３回目は、「越後奥三面～山に

生かされた日々～」の上映と奥三面で暮らさ

れていた、高橋猛さん、小池澄江さん、伊藤

ヨネ子さんのお話をお聞きしました。奥三面

集落の行事、またぎの話、食べ物の加工、冬

の手仕事など当時の様子や代々受け継がれる

山のめぐみ～山の暮らしが私たちに教えてくれること～
むらかみ市民講座開催
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朝日地区で初となる放課後子ども教室、そ

の名も「あさひっこ教室」が６月２１日（木）

にスタートしました。

昨年度、体験会を行った朝日みどり小学校

で今年度から本格実施となり、１・２年生１

６人が元気に参加し、新聞紙で輪投げの輪を

作り、輪投げを楽しむ活動を行いました。

上手に輪が作れる子、ちょっと苦手でスタ

ッフにサポートしてもらう子、最初に巻いた

鉛筆が取れなくなり友達に手伝ってもらう子

などさまざまでしたが、最後はみんなで輪投

げを楽しみ大いに盛り上がりました。

「輪を作るのが大変だったけど楽しかった」

「輪がたくさん入ってよかった」「１つだけ入

ってよかった」などの感想が聞かれた初の活

動でしたが、これからも「あいさつをして、

きまりをまもり、なかよくしながら」楽しく

活動していきましょう。（これが「あさひっこ

教室」の目当てです）

６月３日（日）、「２０１８市民合唱のつど

い」を開催し、市内外から１１団体の皆さん

に参加していただきました。村上市民にとっ

ては夕方５時のチャイムでお馴染みの「汽車」

のメロディで幕を開け、会場の市民ふれあい

センターに美しい歌声が響きわたりました。

「～ごいっしょに～」のコーナーでは出演者

と観客席が一体となり、伴奏に合わせて「遠

き山に日は落ちて」と「旅愁」の2曲を歌い

ました。

色々な世代の合唱メンバーが一堂に会し、

日頃の練習の成果を披露していただきまし

た。観客席からは鳴り止まない拍手が寄せら

れ、歌う楽しさ、素晴らしさを実感した一日

でした。

美しい歌声が響きわたりました

市民合唱のつどい

楽しく描こう！えんぴつ画教室

色鉛筆を使って描く「えんぴつ画」教室です。

初めての方も、お気軽にご参加ください。

と き 初回８月２日（木）～ 全６回

ところ マナボーテ村上（生涯学習推進センター）

講 師 村上市美術協会会員

定 員 ３０組（先着順）

参加費 無料

持ち物 色鉛筆（１２色以上）、鉛筆（４Ｂ～Ｂ）、

消しゴム、スケッチブック（大きさは自由）

申込み ７月２０日（金）まで村上地区公民館へ

ＴＥＬ ５３－５１１１
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朝日地区放課後子ども教室

「あさひっこ教室」スタート

う
ま
く
入
っ
た
か
な
？

文化会館映画の日 夏休み子ども映画鑑賞会

時間はいずれも午前１０時から。入場無料です。

①７月２４日（火）

「チャーリィとこぐまのミモ１」「チルビー２」

②７月２５日（水）

「げんきげんきノンタン（だれのこえ？）」

「からすのパンやさん/どろぼうがっこう」

③７月２６日（木）

「げんきげんきノンタン（まいごはだあ～れ？）」

「こぎつねのおくりもの」

と こ ろ 総合文化会館 大ホール

問合せ先 総合文化会館 TEL ７２－６７００



６月2日（土）、荒川地区公民館を会場に

「親子で学ぶ防災講座」を開催しました。日々

の暮らしの中で、防災や減災（注１）について親

子で考える時間を持っていただきたいと計画

し、市の防災専門員である髙橋亨氏を講師に招

きました。

当日は２歳から小学６年生まで、10組の親

子が参加し、３つのグループに分かれゲームを

通じて災害時の対応について学びました。

講師が紙芝居を使って「こんな時には、どん

な道具をどう使えばいいかな？」と具体的な事

例を挙げ、参加者は話し合って道具を選びま

す。災害時、普段と違う状況でも手に入りやす

い物は何か？どう使うか？大人も子どもも意

見を出し合い、出した答えがベストな時は歓声

が！

そのほかにも新聞紙を使って簡易スリッパ

を作るなど、盛りだくさんの内容でした。災害

は、いつ起こるかわかりません。皆さん、普段

から備えておきましょう。

6月17日(日)に、今年度初めてのわんぱく

自然塾「磯遊び」が岩ヶ崎地区の海岸で行わ

れました。暑い日差しが照りつけていました

が、波も穏やかで絶好の磯遊び日和となりま

した。子どもたちは我先にと海に入り、カニ

や貝などの磯の様々な生き物を見つけていま

した。

昼食には村上地区公民館運営協力員お手製

の貝の味噌汁がふるまわれ、子どもたちは何

杯もお代わりをしていました。貝のだしが良

く出たお味噌汁は体にしみわたり午後からの

活動の気力になったことでしょう。

子どもたちは終始楽しそうな様子で活動

し、今年度のわんぱく自然塾も幸先の良いス

タートを切ることが出来ました。

何が取れるかな？取れたかな？

わんぱく自然塾「磯遊び」

選
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新潟リハビリテーション大学連携講座「陶芸で健康維持～手作りの茶碗で生活にうるおいを～」

陶芸が心身へ与える効果を学び、趣味作りの一環として楽しんでみませんか。

と き ①８月７日（火）②８月９日（木）③８月２１日（火）④８月２８日（火）

午前９時３０分～１１時３０分

ところ 新潟リハビリテーション大学（村上市上の山２－１６） Ａ棟 ２階 作業療法実習室

講 師 新潟リハビリテーション大学 澁井 実 教授 他

対 象 原則４回出席できる６５歳以上の方 参加費 １，０００円（材料費）【初回時に徴収】

定 員 １０人（先着順） 持ち物 使い古しのタオル、レジ袋など

その他 汚れてもいい服装で参加してください。

申込み ７月２７日（金）までマナボーテ村上へお申込ください。

問合せ先 中央公民館（マナボーテ村上内） ＴＥＬ ５３－２４４６ ＦＡＸ ５３－２９７７

「もしも」に備えよう

親子で学ぶ防災講座

磯
の
生
き
物
に
夢
中

（注１）防災と減災について

防災は、災害を未然に防ぐための取り

組み。減災は、災害時において発生し得

る被害を最小限にするための取り組み。



私
は
荒
川
地
区
公
民
館
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藤
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と
申
し
ま
す
。
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
高
齢
期
教
育
の
『
高
坪
大
学
』
、
成
人
期
教
育
の
『
お
と

な
の
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど
の
公
民
館
講
座
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

高
坪
大
学
は
春
か
ら
入
学
さ
れ
た
元
気
な
受
講
生
と
一
緒
に
講
座

の
内
容
を
企
画
し
、
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
学
習
会
を
目

指
し
て
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
講
座
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

お
と
な
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

地
域
の
大
人
が
気
軽
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
べ
る
場
所
を
確

保
し
、
生
活
に
役
立
つ
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
周
囲
の
人

に
も
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
方
も

女
性
の
方
も
共
に
参
加
で
き

る
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
５
つ
の
講
座
を
公
民
館
運
営

協
力
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
企

画
・
運
営
を
す
す
め
て
お
り
、

現
在
奮
闘
中
で
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
公
民
館
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

７月・８月の予定

7月25日(水) 子ども体験教室サポーター育成セミナー(村上)

8 月 7日(火) 陶芸で健康維持①(中央)

8月 7日(火)・9日(木) 夏休み子ども造形教室(中央)

8月 15日(水) 村上市成人式(中央)

サ
ー
ク
ル
紹
介

広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp

神
林
「
神
林
民
謡
研
究
会
」
で
す

荒
川
地
区
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藤
廣
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」
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と

う

ひ

ろ

え

広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。

神
林
民
謡
研
究
会
で
は
、
健
康

維
持
と
踊
り
の
大
好
き
な
人
達

が
集
い
、
毎
週
火
曜
日
、
神
林
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
楽
し

く
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
潟
よ
り
会
主
で
あ
り
ま
す
、

西
崎
流
西
崎
緑
光
延
先
生
を
お

迎
え
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
先
生
は
日
本
を
代
表

す
る
各
地
の
民
謡
、
そ
し
て
新
潟

民
謡
を
大
切
に
思
い
伝
承
す
べ

く
情
熱
を
注
ぎ
熱
心
に
ご
指
導

し
て
下
さ
い
ま
す
。

私
達
は
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
二
年
に
一
度
、
光
延
会
連
合
の

発
表
会
が
新
発
田
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
私
達

も
発
表
会
に
出
演
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
五
月
に
発
表

会
が
あ
り
ま
し
た
。
村
上
地
区
の
方
々
に
も
大
勢
観
に
来

て
い
た
だ
き
、
大
変
に
嬉
し
く
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

敬
老
会
、
芸
能
ま
つ
り
等
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
好
き
な
踊
り
を
続
け
て
、
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村

イ
ツ
子

神林地区芸能まつりのようす

職
員
紹
介

現
公
民
館
の
す
ぐ
そ
ば
で
、

新
公
民
館
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す


